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唐沢山…藤原秀郷公の居城趾で、深い歴史を持つ山

東日本大震災義援金募金へのご協力
ありがとうございました

　宮城県大崎市伊藤康志市長よりお礼の手紙をい
ただきました。大崎市においても、死者13人、家
屋の全壊190棟や道路の地割れなど大きな被害を
受けたとのことです。
　一日でも早い復興を心よりお祈り申し上げます。

15,310,688円の善意が寄せられました

宮城県大崎市より
お礼の手紙が届きました

町会長連合会の取組
　町会長連合会は、３月11日に発生した東北地方
太平洋沖地震救援のため、義援金募金活動を早期に
計画をし、３月23日の理事会においてその取り組
みについて決定、２日後の３月25日より募金活動
を開始しました。
　各町会においては、町会長が先頭に立って役員の
方々や多くの市民のご理解ご協力があり積極的に募
金活動が展開されました。
　寄せられた義援金の総額は15,310,688円に上り

ました。
　義援金の送金先について、５月13日の理事会
において協議し、佐野市を通じて日本赤十字社に
14,310,688円を、また平成20年に役員が町会運営
について視察研修をさせていただいた宮城県大崎市
に1,000,000円を送金することを決定しました。
　佐野市へは５月19日に岡部市長に事業報告ととも
に目録を手渡しました。大崎市へは自治会担当のま
ちづくり推進課を通して５月24日に送金しました。
　あらためて、ご賛同いただいた町会の方々や市民
の皆さんに感謝申し上げます。
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平
成
23
年
５
月
20
日
（
金
）
佐
野

市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
定
期
総

会
を
開
催
し
、
報
告
１
件
、
議
案
５

件
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

・
報
告
第
１
号　

平
成
22
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
事
業
経
過
に
つ
い

て・
議
案
第
１
号　

平
成
22
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
歳
入
歳
出
決
算
の

承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
２
号　

平
成
23
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
事
業
計
画
に
つ
い

て・
議
案
第
３
号　

平
成
23
年
度
佐
野

市
町
会
長
連
合
会
歳
入
歳
出
予
算
に

つ
い
て

・
議
案
第
４
号　

佐
野
市
町
会
長
連

合
会
慶
弔
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
５
号　

佐
野
市
町
会
長
連

合
会
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た

市長との懇談会
市長と町会長との懇談
会を開催します。今年
度は佐野地区を 2回に
分け、地域における課
題について討論します。

会報の作成
市民の皆さんに、より
多くの町会に関する情
報をお送りするため、
会報を年 2回発行いた
します。

行政と町会について
行政と町会との関係に
ついて、その内容を整
理し協働体制がとれる
ような課題に取り組ん
でまいります。

その他として
◎視察研修
◎全市一斉清掃・道路
愛護活動
◎広報活動
◎福祉、教育、文化団体・
会議などへの参画など

平成22年度の事業報告（概要）

とちぎの環境美化県民運動に併せ、5月 30
日（日）に全町会による一斉清掃を開催しま
した。約 10トンのごみを回収しました。ま
た道路愛護月間に併せ、８月第1週の日曜日
にも全町会による清掃を実施しました。

８月 27日（金）に葛生地区町
会長との懇談会を、11 月 17
日（水）に田沼地区町会長と
の懇談会を開催しました。イ
ノシシ被害や耕作放棄地につ
いて、少子化に伴う学校再編
について、高齢化問題など地
域の課題解決についての話し
合いを行いました。

会報を２回発行しました。今後も市民の皆さ
んに、町会や町会長連合会の活動について多
くの情報をお送りします。また、栃木県自治
会連合会事業へも積極的に参加しました。

全市一斉清掃・道路愛護活動

視察研修市長との懇談会

その他

平成23年度の主な事業

７月 12 日（月）全町会長を
対象とした視察研修会を横浜
大黒ふ頭コンテナターミナル
と航空自衛隊厚木基地におい
て実施し、施設と地域のあり
方について研修しました。ま
た、11 月 11 日（木）役員に
より茂木町ゆずの里かおり村
を視察し、特色あるまちおこ
しについて研修しました。

平成22年度は主に以下の事業を行いました。

平成23年度 佐野市町会長連合会歳入歳出予算書
歳入�  （単位：円）

科　目
予　　算　　現　　額

収入済額 予算現額
との比較 備　　　考

当初予算額 補正予算額 計
1 交 付 金 ２,500,000 0 2,500,000 2,500,000 0 市交付金
2 負 担 金 1,110,000 0 1,110,000 999,150 △110,850 管外視察研修会負担金、役員視察研修会負担金
3 繰 越 金 263,390 0 263,390 263,390 0 前年度繰越金
4 諸 収 入 　　610 0 　　　610 10,151 9,541 慶費、預金利子
合　計 3,874,000 0 3,874,000 3,772,691 △101,309

歳出� （単位：円）

科　目
予　　算　　現　　額

支出済額 不用額 備　　　考
当初予算額 補正予算額 計

1 事 務 費 120,000 0 120,000 84,920 35,080 通信費、印刷製本費、手数料
2 会 議 費 30,000 △5,000 25,000 16,880 8,120 会議賄費

3 事 業 費 3,494,000 0 3,494,000 3,415,239 78,761
管外視察研修会費、役員視察研修会費、
表彰費（新春祝賀会）、会報費、費用弁償、
栃木県自治会連合会研修会費、総会費用

4 負 担 金 100,000 0 100,000 96,100 3,900 栃木県自治会連合会費、佐野市国際交流協会費、栃木県自治会連合会総会費
5 慶 弔 費 30,000 5,000 35,000 34,500 500 見舞金、香典
6 予 備 費 100,000 0 100,000 0 100,000
合　計 3,874,000 0 3,874,000 3,647,639 226,361

平成22年度 佐野市町会長連合会歳入歳出決算書
歳入� （単位：円）
科　目 本年度 前年度 比　較 説　　　　　明
1 交付金 2,500,000 2,500,000 0 市交付金

2負担金 1,230,000 1,110,000 120,000 管外視察研修会負担金役員視察研修会負担金

3繰越金 125,052 263,390 △138,338 前年度繰越金
4諸収入 948 610 338 預金利子
合　計 3,856,000 3,874,000 △ 18,000

歳出� （単位：円）
科　目 本年度 前年度 比　較 説　　　　　明

1事務費 　100,000 　120,000 △20,000 通信費印刷製本費等
2会議費 　20,000 　30,000 △10,000 会議賄費等

3事業費 　
3,486,000

　
3,494,000 △8,000

管外視察研修会費、役員視察研修会費、
表彰費（新春祝賀会）、会報費、費用弁償、
栃木県自治会連合会研修会費、　総会費等

4負担金 　100,000 　100,000 0
栃木県自治会連合会会費
佐野市国際交流協会会費
栃木県自治会連合会総会費等

5慶弔費 　50,000 　30,000 20,000 見舞金等
6予備費 　100,000 　100,000 　0
合　計 3,856,000 3,874,000 △18,000
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会　

長　

篠
﨑
芳
朋　

下
多
田

【
田
沼
北
部
地
区
】

副
会
長　

田
中
正
美　

若
宮
下
町

【
植
野
地
区
】

副
会
長　

小
野
一
郎　
堀
米
町（
内
堀
米
）

【
堀
米
地
区
】

副
会
長　

長
島
明
二　

松
井
町

【
葛
生
地
区
】

会　

計　

石
田
清
純　

伊
賀
町

【
佐
野
地
区
】

【
佐
野
地
区
】

　

理　

事　

川
田
文
次　

亀
井
町

　

理　

事　
勅
使
川
原
正　
若
松
町
（
城
西
）

【
植
野
地
区
】

　

理　

事　

島
田
一
男　

田
島
町

　

理　

事　

三
井　

健　

植
上
町

【
界
地
区
】

　

理　

事　

青
木
茂
伸　

越
名
町

【
犬
伏
地
区
】

　

理　

事　

上
岡
良
雄　

浅
沼
町

　

理　

事　

森　

武
英　

犬
伏
下
町

　

理　

事　
小
早
川
房
平　

米
山
南
町

　

理　

事　

中
山
文
雄　

関
川
町

【
堀
米
地
区
】

　

理　

事　

福
嶋
榮
司　
堀
米
町
（
横
手
）

【
旗
川
地
区
】

　

理　

事　

関
根
修
平　
小
中
町（
東
）

【
吾
妻
地
区
】

　

理　

事　

野
村
文
男　

下
羽
田
町

【
赤
見
地
区
】

　

理　

事　

岡　

明
宏　

出
流
原
町

　

理　

事　

柏
倉
一
男　
赤
見
町
（
大
門
）

【
田
沼
地
区
】

　

理　

事　

倉
持　

勇　

原
町

　

理　

事　

石
橋
一
男　

田
沼
本
町

【
田
沼
南
部
地
区
】

　

理　

事　

清
水
季
則　

吉
水

【
栃
本
地
区
】

　

理　

事　

中
里
幹
雄　

栃
本
上

【
戸
奈
良
地
区
】

　

理　

事　

飯
田
明
生　

戸
奈
良
西

【
三
好
地
区
】

　

理　

事　

亀
田
竹
芳　

戸
室

【
野
上
地
区
】

　

理　

事　

森
下
憲
一　

長
谷
場

【
新
合
地
区
】

　

理　

事　

星
野
和
雄　

閑
馬
上

【
飛
駒
地
区
】

　

理　

事　

影
山
孝
雄　

飛
駒
三
区

【
葛
生
地
区
】

　

理　

事　

安
藤　

弘　

会
沢
第
三

【
常
盤
地
区
】

　

理　

事　

新
里
和
市　

中
仙
波

【
氷
室
地
区
】

　

理　

事　

亀
山
武
男　

柿
平

　

監　

事　

竹
澤　

宏　
堀
米
町（
菊
川
）

　

監　

事　

川
久
保
明　

山
越

　

監　

事　

知
久
一
男　

富
士
見
町

平
成
23
年
度  

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
役
員

　

こ
の
度
、
町
会
長
連
合
会
会
長
と

し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
田
沼
北
部

地
区
下
多
田
町
会
長
の
篠
﨑
芳
朋
と

申
し
ま
す
。
平
成
21
年
度
か
ら
２
年

間
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
会
長
職

を
無
事
勤
め
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
２
期
目
の
重
責
を
担
う
こ

と
と
な
り
、
他
の
役
員
共
々
一
生
懸

命
町
会
長
連
合
会
を
運
営
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
３
月
東
日
本
大
震
災
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
地
震
に
よ
り
地
域

を
預
か
る
我
々
に
と
っ
て
は
、
い
ざ

と
い
う
時
ど
う
行
動
す
べ
き
な
の

か
、
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機
会

と
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
期
、
市
内
の
町
会
に
お
い
て
女

性
の
町
会
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
沢

山
の
女
性
の
皆
さ
ん
が
参
画
出
来
る

よ
う
な
町
会
と
な
る
よ
う
今
後
も
改

革
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
町
会

長
は
大
変
な
役
職
で
は
あ
り
ま
す

が
、
逆
に
楽
し
ん
で
地
域
の
発
展
の

た
め
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
各
町
会
の
益
々
の
ご
発

展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
２
期
目
就

任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
29
日
（
日
）
全
市
一
斉
清
掃

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
雨
天
の
た

め
多
く
の
町
会
が
６
月
５
日
（
日
）

に
順
延
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
と
ち
ぎ
の
環
境
美
化

県
民
運
動
統
一
行
動
日
」
と
い
う
こ

と
も
あ
り
県
内
各
地
で
も
清
掃
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
秋
山
川
清

掃
も
こ
の
日
に
併
せ
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
市
民
の
方
々
の
ご
理
解

が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
し
え
る
事
業
だ

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
清
掃
に
よ
り
出
た
ご
み
の

総
重
量
は
約
11
ト
ン
で
し
た
。
地
域

の
環
境
を
守
る
た
め
に
は
清
掃
活
動
は

も
と
よ
り
、
公
共
の
ス
ペ
ー
ス
に
ご

み
を
出
さ
せ
な
い
よ
う
な
取
り
組
み

に
も
、
今
後
力
を
入
れ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

会
長
２
期
目
就
任
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
会
長

　

篠　

﨑　

芳　

朋

平
成
23
年
度  

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
役
員

●安全 ･安心な暮らしを守る活動　町会では子どもたちの安全を守るための自主防犯パトロールや自主防災
の組織をつくっています。また、防犯灯の維持管理や交通安全活動も町会が行なっています。
●親睦交流活動　円滑な地域社会を進めるうえで、地域の人々が交流することは非常に重要です。町会では、
お祭りや子ども会、敬老会への協力をとおして子どもから高齢者までの暮らしを後押ししています。
●環境美化活動　地域で快適に暮らせるよう、清掃活動をとおしての環境美化活動を行っています。ごみ集
積所の管理運営も町会が行っています。
●地域情報活動　地域の事業案内や市役所・学校・警察などからの情報を回覧板や広報の配布をとおして、
生活に必要な情報を提供しています。災害等の緊急時においても有効的な手段であると言われています。

堀米町（朱雀）町会の皆さんの清掃の様子

町会は地域において様々な役割を担っています！

全
市
一
斉
清
掃
を

実
施
し
ま
し
た
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ハイキング

編
集
後
記

◆
こ
の
度
の
大
震
災
は
、
東
北
関
東

地
方
を
は
じ
め
全
国
各
地
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
震

災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か

ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
な
ら
び
ご

家
族
の
お
一
人
お
ひ
と
り
に
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て

一
日
も
早
い
震
災
復
興
を
願
う
と
と

も
に
、
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
さ
て
、
今
回
の
震
災
に
お
け
る
政

治
力
の
無
さ
に
落
胆
し
て
い
ま
す
。
選

挙
の
際
の
福
祉
だ
環
境
だ
と
の
勢
い
は

ど
こ
吹
く
風
で
、
被
災
地
に
対
す
る
対

応
の
弱
さ
に
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
気
で
復
興
に
取
り
組
む

気
が
あ
る
の
な
ら
、
至
急
権
限
を
集

中
し
て
政
府
の
責
任
者
を
明
確
に
し

対
応
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

◆
今
回
の
広
報
誌
発
行
に
あ
た
り
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

発　

行　

者　

佐
野
市
町
会
長
連
合
会　

　
　
　
　
　
　
〒
３
２
７－

８
５
０
１

　
　
　
　
　
　

栃
木
県
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

　
　
　
　
　
　

佐
野
市
役
所
行
政
経
営
課
内

　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８
３

－
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－

３
０
０
５

発
行
責
任
者　

篠
﨑
芳
朋　

編
集
委
員
長　

安
藤　

弘

編
集
委
員　

石
田
清
純　

三
井　

健

　
　
　
　
　
　

上
岡
良
雄　

清
水
季
則　

　
　
　
　
　
　

飯
田
明
生

佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
全
域
１
６
７
町
会
で

組
織
さ
れ
て
い
ま
す

　
佐
野
中
央
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

昭
和
49
年
町
民
の
健
康
維
持
増
進

の
た
め
に
町
会
内
に
体
育
部
が
発
足

し
て
以
来
、
出
流
原
町
会
で
は
三
大

行
事
と
し
て
「
町
民
球
技
大
会
」「
町

内
一
周
駅
伝
大
会
」「
町
民
運
動
会
」

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
は
、
文
部
科
学
省
が

推
奨
す
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

交
流
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

た「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

設
立
の
指
導
を
受
け
、
平
成
19
年
３

月
、
町
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
と
い

う
県
内
で
も
非
常
に
稀
な
ケ
ー
ス
と

し
て「
佐
野
中
央
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ク
ラ
ブ
名
は
、
一
市
二
町
の

合
併
に
よ
り
出
流
原
が
地
理
的
に
佐

野
市
の
中
心
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
競
技
種
目

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
町
民
全
員
が
会
員

で
あ
る
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
世
代
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
を
理

念
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
誰

も
が
参
加
で
き
る
よ
う
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
運
動
会

に
お
い
て
も
「
親
子
３
代
リ
レ
ー
」

や
懐
か
し
い
「
パ
ン
食
い
競
走
」
な

ど
参
加
し
や
す
い
工
夫
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
部
門
も
充
実
し
て
お
り
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
は
じ
め

「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
や
「
ペ

タ
ン
ク
（
フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
目
標
玉

に
め
が
け
て
鉄
製
ボ
ー
ル
を
投
げ
合

い
、
近
さ
を
競
う
競
技
）」
と
い
っ

た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
も
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
交
流
も

　

地
元
や
外
国
人
の
講
師
を
招
い
て

絵
画
や
栄
養
学
、
海
外
の
文
化
な
ど

様
々
な
講
座
を
開
催
し
、
文
化
交
流

ま
で
行
っ
て
い
る
こ
と
は
実
に
特
徴

的
で
す
。「
地
元
の
歴
史
文
化
を
知

る
ハ
イ
キ
ン
グ
」
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ

の
目
的
が
明
確
に
表
れ
て
い
る
事
業

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
広
報
誌
も
年

３
回
発
行
し
、
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
情

報
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
展
開

　

こ
れ
か
ら
も
歩
み
は
止
ま
ら
な
い

よ
う
で
す
。
現
在
、
専
門
的
な
コ
ー

チ
を
招
い
て
の
「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教

室
」、「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」、「
家
庭

婦
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
教
室
」
の
３
つ

の
教
室
を
開
講
中
で
す
。さ
ら
に「
事

業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
町
会
以
外

の
方
々
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
岡
明
宏
町
会
長
は
意

気
込
み
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

親子で楽しく町民運動会

ペタンクを楽しむ

パン食い競走！


